
 

 

 

平成28年５月13日 

各 位 

会 社 名 愛 眼 株 式 会 社 

代 表 者 代表取締役社長 下條三千夫 

(コード番号 9854 東証第１部) 

問合せ先 取締役経営企画室長 菅 野 忠 司 

ＴＥＬ 06-6772-3730 

剰余金の配当及び別途積立金の取り崩しに関するお知らせ 

当社は、平成28年５月13日開催の取締役会において、下記のとおり平成28年３月31日を基準日とする

剰余金の配当及び別途積立金の取り崩しを行うことについて決議しましたので、お知らせいたします。 

 なお、本件は、平成28年６月29日開催予定の第56期定時株主総会に付議する予定であります。 

 

記 

 

１．剰余金の配当 

（１）配当の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

（平成27年５月13日公表） 

前期実績 

（平成27年３月期） 

基準日 平成28年３月31日 平成28年３月31日 平成27年３月31日 

１株当たりの配当金 ２円00銭 ０円00銭 ０円00銭 

配当金総額 38百万円 ― ― 

効力発生日 平成28年６月30日 ― ― 

配当原資 利益剰余金 ― ― 

 

（２）理由 

平成28年３月期は８年振りに黒字化を達成することができたため、期末配当につきましては、１株

当たり２円といたします。 

 

（ご参考）年間配当の内訳 

 １株当たり配当金 

基準日 第２四半期末 期 末 年 間 

当期実績 

(平成28年３月期) 
０円00銭 ２円00銭 ２円00銭 

前期実績 

（平成27年３月期） 
０円00銭 ０円00銭 ０円00銭 
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２．別途積立金の取り崩し 

（１）実施内容 

減少する剰余金の項目とその金額  別途積立金    6,941百万円 

増加する剰余金の項目とその金額  繰越利益剰余金  6,941百万円 

 

（２）実施理由 

繰越利益剰余金の欠損を補填し、財務体質の健全化を図るとともに、将来の剰余金の配当など株主

還元策が実施できる状態を確保するためであります。 

 

（３）効力発生日 

平成28年６月29日開催予定の当社第56期定時株主総会決議をもって、本件取り崩しの効力が発生い

たします。 

 

（４）今後に与える影響 

本件は純資産の部の勘定の振替処理となるため、純資産額の変動はなく、損益に与える影響はござ

いません。 

 

以 上 


